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第
二
条
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
十
三
第
四
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
十
三
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
特
定
投
資
家
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

次
に
掲
げ
る
者

特
定
投
資
家

法
人
（

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
個
人
（

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

ロ

有
価
証
券
（
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
又
は
同
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
う
ち
同
項

第
九
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
及
び
次
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の

発
行
者
が
、
当
該
発
行
者
の
役
員
（
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
又
は
執
行
役
を
い
う
。
同
号
ロ
に
お
い

て
同
じ
。）又
は
使
用
人
そ
の
他
の
当
該
有
価
証
券
に
係
る
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情

報
を
既
に
取
得
し
、
又
は
容
易
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
相
手
方

と
し
て
、
そ
の
者
の
職
務
執
行
の
対
価
又
は
福
利
厚
生
の
増
進
を
図
る
た
め
の
手
段
と
し
て
当
該
有
価
証
券

を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
得
勧
誘
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該

相
手
方

第
二
条
第
三
項
第
二
号
ロ
中
「
特
定
投
資
家
の
み
」
を
「
前
号
イ
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
特
定
投
資
家
等
」
と
い

う
。）の
み
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中「（
特
定
投
資
家
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
）
を
い
う
。」を
「
第
六
十
三
条
の
八
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
十
三

条
の
九
第
九
項
を
除
き
、」に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
並
び
に
イ
及
び
ロ
」
を
「
及
び
イ
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号

ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
号
ロ
に
規
定
す
る
場
合

第
二
条
第
四
項
第
一
号
中
「
特
定
投
資
家
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

イ

特
定
投
資
家
等

ロ

有
価
証
券
の
発
行
者
が
、
当
該
発
行
者
の
役
員
又
は
使
用
人
そ
の
他
の
当
該
有
価
証
券
に
係
る
第
五
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
既
に
取
得
し
、
又
は
容
易
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し

て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
相
手
方
と
し
て
、
そ
の
者
の
職
務
執
行
の
対
価
又
は
福
利
厚
生
の
増
進
を
図

る
た
め
の
手
段
と
し
て
当
該
有
価
証
券
を
交
付
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
売
付
け
勧
誘
等
で
あ
つ
て
政
令
で

定
め
る
も
の
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
相
手
方

第
二
条
第
四
項
第
二
号
ロ
中
「
特
定
投
資
家
の
み
」
を
「
特
定
投
資
家
等
の
み
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
特
定

投
資
家
等
」
の
下
に
「
及
び
非
居
住
者
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
並
び
に
イ
及
び
ロ
」
を
「
及
び
イ
か
ら
ハ
ま
で
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
号
ロ
に
規
定
す
る
場
合

第
二
条
第
六
項
中
「
特
定
投
資
家
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
に
改
め
、

同
条
第
七
項
中
「
含
む
。」の
下
に
「
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
十
六
条
の
五
第
二
項
第
四
号
を
除

き
、」を
加
え
、「
同
条
第
十
三
項
」
を
「
第
五
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号

中
「
特
定
投
資
家
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
に
改
め
、同
条
第
十
項
中「
特

定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
三
項
を
加
え
る
。

46

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
」
と
は
、
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

記
載
対
象
書
類
に
記
載
す
る
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
非
財
務
情
報
に
つ
い
て
、
第
二
十
六
条
の
五
第
三
項

に
規
定
す
る
基
準
及
び
手
続
に
よ
り
行
う
監
査
証
明
を
い
う
。

47

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
業
」
と
は
、
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
を
業
と
し
て
行

う
こ
と
を
い
う
。

48

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
業
者
」
と
は
、
第
二
十
六
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総

理
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
を
い
う
。

第
二
章
の
章
名
中
「
開
示
」
を
「
開
示
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
こ
の

章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
に

改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
、
第
二
章
中
同
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

企
業
内
容
等
の
開
示

第
四
条
第
一
項
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
、「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資

家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中「（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、同
項
第
五
号
中「
一

億
円
」
を
「
五
億
円
」
に
、「
前
各
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
二
号

中
「
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
条
第
四
項
第

二
号
ハ
」
を
「
第
二
条
第
四
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
特
定
投
資
家
」
を「
の
特
定
投
資
家
等
」

に
、「「
特
定
投
資
家
向
け
有
価
証
券
」
を「「
特
定
投
資
家
等
向
け
有
価
証
券
」
に
改
め
、「
委
託
し
て
特
定
投
資
家
等
」

の
下
に
「
及
び
非
居
住
者
」
を
加
え
、「「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を「「
特
定
投
資
家
等
取
得
有

価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
、「
が
当
該
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
が
当
該
特
定
投
資
家
等
取
得

有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
特
定
投
資
家
向
け
有
価
証
券
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け

有
価
証
券
」
に
、「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
投
資
家
向
け
取
得
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
取
得
勧
誘
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
中
「
特
定
投
資
家
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
中
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
、「
こ
の

章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
、「
特
定
投
資
家
等
取

得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
又
は
第

一
項
第
三
号
」
を
「
又
は
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
一
億
円
」
を
「
五
億
円
」
に
、「
第
一
項

第
三
号
」
を
「
同
号
」
に
、「
同
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中「
第
一
項
第
二
号
イ
」

を
「
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証

券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
状
況
」
の
下
に
「
、
気
候
変
動
そ
の
他
の
事
業
活
動
上
の
課
題
で
あ
つ
て
将
来
の
財

務
又
は
資
金
調
達
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
の
状
況
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る

指
標
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
五
億
円
」
を
「
十
億
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
」

を
「
前
各
項
」
に
改
め
、「
会
社
の
経
理
の
状
況
」
の
下
に
「
、
気
候
変
動
そ
の
他
の
事
業
活
動
上
の
課
題
で
あ
つ
て

将
来
の
財
務
又
は
資
金
調
達
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
の
状
況
及
び
こ
れ
に

関
連
す
る
指
標
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
こ
の
章
に
」
を
「
こ
の
節
に
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧

誘
等
」
に
、「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
、「
一
億
円
」
を
「
五
億
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
七
条
」
を

「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧

誘
等
」
に
、「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項
の
目
論
見
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
将
来
の
事
業
活
動
の
予

測
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
不
確
実
性
の
あ
る
情
報
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
当

該
目
論
見
書
を
作
成
し
た
発
行
者
に
お
け
る
そ
の
記
載
に
至
る
検
討
の
過
程
に
照
ら
し
て
合
理
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
記
載
と
相
違
す
る
事
実
が
判
明
し
た
と

き
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
に
お
い
て
も
、
そ
れ
の
み
を
理
由
と
し
て
虚
偽
の
記
載
に
該
当
す
る
と
解

し
て
は
な
ら
な
い
。
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